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陰 茎 折 症 の 1 例

奈良県立医科大学泌尿器科学教室（主任：石川昌義教授）
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FRACTURE OF THE PENIS： REPORT OF A CASE

Masumi lzyuiN， Eigoro OKAJiMA， Yoshihlro MoToMiyA， Kazuyuki IRiyA，

          Tokuya KoNDo and lsao HAyAsm

F物πthe DePartment oアσro’09ツ， Naraルtedical University

     （Diプθσ’oプ’Proア． M． Ishikawa， M．エ）．）

 ． A case of fracture of the penis was reported． The patient， a 36－year－old inarried man

was admitted to our clinic with a chief complaint of painless swelling and abnormal kink

of the penis after manipulation．

  The penis looked dark violet in color and an operation was performed immediately．

The results was satisfactory with no pain， no deformity and no functional damage．

  Seventy－six cases of fracture’ of the penis were collected from literature in Japan， and

the cases of this lesion were classified and the treatment discussed．

は じ め に

 陰茎折症はその性質上一般の外傷とは趣を異

にしており，比較的まれな疾患とされている．

 われわれの教室においても1963年泌尿器科教

室として独立して以来，1970年．までに入院治療

した尿路性器外傷は59例であるが，このうち陰

茎折症は1例もみていない．

 最：近われわれは陰茎根部に発生し，手術的に

治癒しえた陰茎折症の1例を経験したので若干

の文献的考察を加えて報告する．

症 例

患者：36才男子，教員，既婚．

主訴：陰茎の屈曲と腫脹．

初診：1971年5月12日．

既往歴：1958年肺結核，1969年胃炎．

現病歴：1971年5月12日午前1：00，ベットにおい

て勃起状態にあった陰茎を手で下方へ押えたさいにポ

キッという断裂音とともに陰茎が右方へ屈曲し，しだ

いに陰茎の腫脹が著しくなってきたので当科外来を受

診した．なお発症時に落痛は認めていない．

 局所所見：陰茎は根部より包皮にかけて右方向に屈

曲し，びまん性の皮下出血を思わず暗紫色の腫脹が陰

茎全面にみられ，一部は陰嚢にまでおよんでいた．ま

た包皮の腫脹のため反転は不能であった．触知すると

陰茎は全体に柔らかく，陰茎根部左側において軽度の

圧痛を認めるのみであった．なお血尿や尿閉などの異

常所見は認めていない（Fig．1）．

 手術所見：腰椎麻酔のもとに，まず包皮に背面切開

を加えて亀頭を露出し，通常の包皮環状切除術を施行

した．ついで陰茎の断裂部を検索したが陰茎皮下には

全面に血腫形成があり破裂部の識別が困難なため，ま

ず左側で切開を加え血腫を除去したのち触診にて陰茎

根部の左側約1cmの白膜断裂部を認めた．なお断裂

部からかなりの強い出血が続いていた（Fig．2）．出血
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Fig．1．初診時局所所見
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Fig．2．手術時所見

部を止血したのち白膜縫合術をおこない（Fig．3），

ドレインを留置して創を閉じた． なお尿道にFoley

カテーテルを挿入留置した．

 術後経過：発熱もなく良好に経過し，術後7日目に

は早朝勃起がみられた．10日目にはFoleyカテーテ

ルを抜去したが排尿障害もなく，13日目に全治退院し

た．退院後12カ月後の観察では陰茎は勃起時の沓曲も

みられず，性生活も正常である（Fig．4）．

ま  と  め

 陰茎折症の発生頻度は諸家の報告10，29・31・46・57，58）の

ごとくきわめて低く，われわれの教室でも1963年から

1971年までの9年間の男子外来粗紙8，516人のうち本

症例の1例のみである．本邦における症例は1934年長

谷川ら1）がその第1例を報告しているが，そのこ著者

が調べた症例は現在まで自験例を含めて76例である

（Table 1），

 本邦症例の年令別頻度についてみると，最少年令は

津久井ら56）の報告の15才で，最高年令は鮫島ら30）の64

才であった．本症の定義としては勃起状態にある陰茎

に鈍性外力が加わることにより発症するというのが妥

当であるという主張が多く，したがって勃起が高頻度

に，かつ強力におこる20才代および30才代の年令層に

多い．Fermstr6m59）の報告では20才代が17例中10例

c1載∵、    沸

Fig．4．退院2カ月後の所見

を占めており，本邦症例でも76例のうち20才代は39例

（51．3％）と過半数を占め，30才代は20例（26．3％）と

それについで頻度が高く，20才代と30才代では59例

（77．6％）を占めている．

 発生原因としては性交中のものが10例，自慰または

勃起をおさめようとしておこったものが38例，そのほ

か陰茎の勃起中に寝返りをしておこったと思われるも

の11例，転倒や打撲などによるものが17例で，性交に

よるものが比較的少ない（Table 2）．外国文献では

Creecy60）の集計では19例中性交によるものが4例で、

外傷によるものが15例であり，Rllmmelhardt61）の報

告では性交によるものは3例中2例で，外傷によるも

のが1例であり，本邦症例より性交によるものの頻度

が若干高い．

 いっぽう損傷部位では陰茎根部と中央部がそれぞれ

29例および23例と大多数を占めている．発生原因と損

傷部位の関係をみると性交による場合は陰茎根部およ

び前部より中央部に多い傾向がみられるが，用手によ

る場合は陰茎前部は4例と少なく，根部および中央部

がそれぞれ15例および14例と多く，この両老にほとん

ど差がない（Table 2）．

 症状では断裂音とともに局所の総藻，反対側への屈

曲，変色，腫脹などが主であるが，その程度はさまざ

まで，ことに終痛はショック状態にいたるものまであ
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Table 1．陰茎折症本邦報告例

No．報告者年度年令 原 因 部 位  治療法
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早朝勃起を鎮めようとして手
で
夜中寝返りをして

勃起陰茎を下方へ曲げた

性 交 中

勃起陰茎を子供にけられた

勃起陰茎を手で曲げた

    ！！

寝返りをした

勃起中前かがみに起床した

勃起陰茎を下方におさえた

    ！！

    m

勃起陰茎を机の角で打った

勃起中妻が馬乗りになった
早朝勃起中前かがみに起床し
た

性 交 中

  ／！
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前方に転倒

勃起陰茎を手で曲げた

性 交 中

勃起中腹臥位になる

    ll

勃起陰茎を机の角で打った

野球中転倒した
ドアの間に会陰部をはさまれ
た

勃起陰茎をフトンにはさんだ

早朝排尿時手で曲げた

性 交 中

勃起中寝返りを打つ

勃起陰茎を手で曲げた

手指による自慰行為中

自分の手で押す
ベットに勃起陰茎をはさまれ
た

性 交 中

勃起中寝返りをうつ
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勃起陰茎を手で押えた

勃起中に陰茎を手で圧した
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13g隔起ees返りをう。て

園罷鰹態でつまづき机の

4研二二につきあげられて

123 勃起陰茎を手で曲げた
40無意識に勃起陰茎を手で圧した

34 勃起陰茎を手で圧した

ll犠裟雛中畳・陰茎

136i勃起陰茎を下方へ押した

単車にて走行中勃起陰茎を打つ

美人居合せの電車で陰茎を打つ

サッカー練習中転倒した

早朝勃起陰茎を下方に圧す
早朝勃起時転倒して陰茎を強
打す
浴室で転倒し勃起陰茎を打つ

勃起陰茎を手で圧した

早朝勃起陰茎を右方へ曲げた
竿にて弛緩陰茎を上方よりは
たかれた
勃起陰茎を手で上方へ曲げた

     
自慰行為中勃起陰茎を下方に
押えた
性 交 中

  〃
勃起陰茎を無意識にいじった

勃起陰茎を強く下方へ圧迫した

早朝勃起時強く下方へ圧迫した
早朝勃起時手で陰茎を小さく
しょうとして
早朝勃起時手で右方へ曲げた
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治  癒

全  治

治  癒

勃起正常

  11

  11

  ！1

  ！！

全  治

 1！

 ！1

勃起正常

 ll

 11

 11

治  癒

全  治

勃起正常

治  癒

正常勃起

 ll

 ！1

全  治

勃起正常

全  治

勃起正常

治  癒
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Table 2．陰茎折症の原因の部位

根剖中央剖前部不明計
用 手

性 交

寝返りi

その燭

15

3

4

7

1 14
4

2

3

4

1

3

4

計 29 23 12

5

2

．？］

3

38

10

！1

17

12 1 76

る．われわれの症例のごとくほとんど葵痛を覚えなか

ったものは少ない．

 合併症としては尿道損傷が最：も問題となり，治療に

さいし注意を要する．尿道損傷の合併例は，Creecy

ら60）は19例中わずか3例であったと報告しているが，

木邦症例ではいつそう頻度が低く，北川13），吉村4），

渡辺52），志賀54）の各1例の計4例のみであり，われわ

れの症例も尿道損傷を認めなかった．

 治療：方法にかんしては，欧米ではCreecyら60），

Galleherら62）は保存的治療法を第一とし，尿道損傷

のある場合や白膜断裂による出血が著しい場合，また

は感染の危険がある場合にのみ外科的治療法が必要で

あるとのべている．本邦症例についてみると76例中手

術的治療法のおこなわれた症例は60例で，保存的治療

法のおこなわれた症例は16例であり，圧倒的に手術的

治療法が多い．しかし手術施行症例のうち保存的治療

法が無効のため2次的に手術が施行された症例が9例

もあることや，本邦症例では保存的治療法または手術

的治療法のいずれをおこなっても完全に治癒してお

り，また治療期間が短くてすむことなどから，なるべ

く手術をおこなうほうがよいとする意見が強い9・2e・27）．

欧米でも最：近ではWaterhauseら63）やMeares64）の

ごとく手術をすすめるものが多い．われわれの症例に

おいても受傷後13時間目に手術を施行し，術後7日目

には勃起を認め，受傷後12カ月経過した現在，陰茎の

勃起時蛮曲もなく正常で，性生活に異常を認めていな

い．したがって本症例の治療方法としては手術的治療

をおこなうほうがよいと考える．
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        む  す  び

 36才の既婚男子の陰茎折症の1例を経験し，

手術的に治癒せしめたので報告するとともに，

自験例1例を含めた本邦症例76例を集計し，若

干の文献的考察をおこなった．

 本論文の要旨は第57回目本泌尿器科学会関西地方会

において口演した。

 石川昌義教授のこ校閲を深謝する，
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